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１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 10,942 0.1 1,973 △10.5 2,018 △10.9 1,400 △10.4 

30年３月期第２四半期 10,928 △0.0 2,205 6.9 2,267 5.5 1,562 4.8 
 
（注）包括利益 31年３月期第２四半期 2,390 百万円 （5.0％）   30年３月期第２四半期 2,277 百万円 （259.2％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第２四半期 127.60 － 

30年３月期第２四半期 142.35 － 

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期
首に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 94,295 42,219 44.8 

30年３月期 92,254 40,049 43.4 
 
（参考）自己資本 31年３月期第２四半期 42,219 百万円   30年３月期 40,049 百万円 

（注)「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会
計期間の期首から適用しており、平成30年３月期に係る「総資産」及び「自己資本利益率」については、当該会計
基準等を遡って適用しております。 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 3.00 － 20.00 － 

31年３月期 － 17.50       

31年３月期（予想）     － 17.50 35.00 
 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成30年３月期の
１株当たり期末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」とし
て記載しております。株式併合後の基準で換算した平成30年３月期の１株当たり年間配当額は35円となります。

 
３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 21,536 △1.3 3,328 △4.4 3,624 △4.8 2,560 △4.9 233.27 
 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 



 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期２Ｑ 11,023,228 株 30年３月期 11,023,228 株 

②  期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 44,833 株 30年３月期 44,809 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 10,978,403 株 30年３月期２Ｑ 10,979,055 株 

(注)当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株

式数」を算定しております。 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料３ペ－ジ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。 

 



（参考） 
 平成31年３月期の個別業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 15,706 △2.3 2,963 △2.1 3,171 △0.9 2,234 △1.1 203.49 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境や所得環境の改善が続き、緩やかな回復基調にあり

ましたが、海外経済の不確実性、金融資本市場の変動、また相次いでいる自然災害などの影響で先行きは不透明な

状況で推移いたしました。 

このような状況のもとで、当社グループでは安全管理体制の更なる充実を根幹とし、引き続き全事業において積

極的な営業活動を展開するとともに、経営基盤の強化および業務の効率化に努めました。 

その結果、営業収益は10,942百万円（前年同期比0.1％増 13百万円)、営業利益は1,973百万円（前年同期比

10.5％減 232百万円）、経常利益は2,018百万円（前年同期比10.9％減 248百万円）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は1,400百万円（前年同期比10.4％減 162百万円）となりました。 

 これをセグメントごとに示すと次のとおりであります。 

 

運輸業 

鉄道事業では、安全輸送確保の取り組みとして、デジタルＡＴＳ工事をすすめるとともに、駅舎耐震補強工事

などを実施いたしました。また、お客さまサービス向上策として、新造車両１編成を導入したほか、駅トイレの

洋式化工事、駅照明のＬＥＤ化工事を実施いたしました。 

鎌ケ谷市内の連続立体交差事業につきましては、平成29年度に実施した下り線高架切替えに続き、平成31年度

中の上り線高架切替えを目指して工事をすすめてまいります。 

営業面につきましては、「新京成音楽フェスティバル」を初めて開催したほか、お笑い寄席、沿線健康ハイキ

ング、果物狩りなどのイベントの実施、千葉ロッテマリーンズのラッピング電車の運行、「新京成線発 成田開

運きっぷ」などの企画乗車券や行楽施設の前売り券の販売など、旅客誘致と増収に努めました。 

バス事業では、一般乗合輸送において、環境や高齢者などに配慮した車両を５両導入したほか、高速乗合バス

車両を２両導入いたしました。船橋新京成バス株式会社では、訪日外国人のお客さまに安心してご利用いただく

ことを目的としてバス停のナンバリングを実施いたしました。また、津田沼線においてダイヤ改正を実施し、路

線の延長および停留所を新設したほか、新たに深夜バスの運行を行うなど、利便性の向上を図りました。松戸新

京成バス株式会社では、新京成グループで初となる高速乗合バス（新松戸駅・松戸駅～羽田空港間）の運行を９

月１日より開始したほか、旅客需要に対応するため松飛台線および三矢小台線のダイヤ改正を実施するなど、利

便性の向上を図りました。 

 以上の結果、営業収益は8,129百万円（前年同期比0.1％減 11百万円)、営業利益は945百万円（前年同期比

13.0％減 141百万円)となりました。 

 

不動産業

不動産分譲業では、「新京成タウン八千代緑が丘」最終期14区画の分譲をすすめ、13区画を販売したほか、八

千代市の土地を売却いたしました。

不動産賃貸業では、空室へのテナント誘致を積極的に行い物件稼働率の向上に努めました。 

以上の結果、営業収益は1,989百万円（前年同期比0.6％減 11百万円）、営業利益は963百万円（前年同期比

8.9％減 93百万円）となりました。 

 

その他

その他（コンビニ事業等）では、６月に五香店を移転拡張し、更なる利便性と収益力の向上を図りました。こ

のほか、「オープン型宅配便ロッカー」の設置をすすめました。 

 以上の結果、営業収益は876百万円（前年同期比0.1％減 0.5百万円)、営業利益は50百万円（前年同期比

7.0％増 ３百万円)となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金、分譲土地建物の減少等がありましたものの、有

形固定資産、投資有価証券の増加等により、前連結会計年度末に比べ2,041百万円（前期比2.2％）増加し、94,295

百万円となりました。 

 負債は、前受金の増加等がありましたものの、買掛金、借入金、未払金の減少等により前連結会計年度末に比べ

129百万円（前期比0.2％）減少し、52,075百万円となりました。

 純資産は、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の増加等により前連結会計年度末に比べ2,170百万円（前

期比5.4％）増加し、42,219百万円となりました。 

 なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っ

ております。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間までの実績を踏まえ、平成30年４月26日発表の予想数値

を変更しております。

 営業収益につきましては、21,536百万円（前回予想比0.8％増）を見込んでいるものの、営業利益につきまして

は、修繕費の増加や燃料費の増加等が見込まれることから、3,328百万円（前回予想比3.7％減）を見込んでおりま

す。

 経常利益につきましては、3,624百万円（前回予想比1.8％減）、親会社株主に帰属する当期純利益につきまして

は2,560百万円（前回予想比1.5％減）を見込んでおります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,335,189 5,952,672 

売掛金 1,284,533 1,208,734 

リース投資資産 842,302 836,723 

有価証券 － 500,000 

商品及び製品 28,766 34,095 

分譲土地建物 907,978 695,382 

原材料及び貯蔵品 478,877 465,903 

その他 182,957 327,821 

流動資産合計 11,060,606 10,021,332 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 21,683,227 21,556,943 

機械装置及び運搬具（純額） 4,680,205 5,070,218 

土地 10,855,110 10,855,110 

建設仮勘定 32,993,655 34,647,870 

その他（純額） 530,046 441,408 

有形固定資産合計 70,742,245 72,571,551 

無形固定資産    

その他 636,160 543,762 

無形固定資産合計 636,160 543,762 

投資その他の資産    

投資有価証券 9,263,740 10,602,610 

繰延税金資産 223,681 226,876 

退職給付に係る資産 190,530 189,999 

その他 137,365 139,197 

投資その他の資産合計 9,815,318 11,158,683 

固定資産合計 81,193,723 84,273,998 

資産合計 92,254,330 94,295,330 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,184,226 708,550 

短期借入金 2,985,320 2,926,520 

未払金 3,625,054 2,704,676 

未払法人税等 624,896 667,058 

前受金 27,677,856 29,036,200 

賞与引当金 481,230 485,505 

その他 2,948,428 3,062,897 

流動負債合計 39,527,011 39,591,409 

固定負債    

長期借入金 6,286,890 5,758,630 

繰延税金負債 828,586 1,236,360 

退職給付に係る負債 3,333,207 3,348,360 

その他 2,229,608 2,140,653 

固定負債合計 12,678,292 12,484,004 

負債合計 52,205,304 52,075,413 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,935,940 5,935,940 

資本剰余金 4,774,519 4,774,519 

利益剰余金 25,362,834 26,544,124 

自己株式 △83,606 △83,659 

株主資本合計 35,989,688 37,170,925 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,311,410 5,284,292 

退職給付に係る調整累計額 △252,073 △235,300 

その他の包括利益累計額合計 4,059,337 5,048,992 

純資産合計 40,049,025 42,219,917 

負債純資産合計 92,254,330 94,295,330 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業収益 10,928,872 10,942,564 

営業費    

運輸業等営業費及び売上原価 8,154,187 8,401,547 

販売費及び一般管理費 569,240 567,754 

営業費合計 8,723,427 8,969,302 

営業利益 2,205,444 1,973,262 

営業外収益    

受取利息 37 55 

受取配当金 41,439 40,487 

車両売却益 18,707 22,299 

持分法による投資利益 49,456 25,934 

その他 25,783 23,081 

営業外収益合計 135,425 111,859 

営業外費用    

支払利息 72,769 66,045 

その他 996 99 

営業外費用合計 73,765 66,145 

経常利益 2,267,104 2,018,976 

特別利益    

工事負担金等受入額 63,366 － 

特別利益合計 63,366 － 

特別損失    

固定資産圧縮損 63,099 － 

特別損失合計 63,099 － 

税金等調整前四半期純利益 2,267,371 2,018,976 

法人税、住民税及び事業税 725,819 641,160 

法人税等調整額 △21,335 △23,042 

法人税等合計 704,483 618,117 

四半期純利益 1,562,888 1,400,858 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,562,888 1,400,858 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 1,562,888 1,400,858 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 695,797 965,338 

退職給付に係る調整額 2,286 16,773 

持分法適用会社に対する持分相当額 16,265 7,543 

その他の包括利益合計 714,349 989,654 

四半期包括利益 2,277,237 2,390,513 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,277,237 2,390,513 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。
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（セグメント情報等）

(セグメント情報)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
  運輸業 不動産業 計 

営業収益              

外部顧客への

営業収益 
8,131,217 1,960,226 10,091,444 837,428 10,928,872 － 10,928,872 

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高 

9,990 40,761 50,752 39,286 90,039 △90,039 － 

計 8,141,207 2,000,988 10,142,196 876,715 11,018,912 △90,039 10,928,872 

セグメント利益 1,086,564 1,057,063 2,143,627 47,369 2,190,997 14,447 2,205,444 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンビニ事業等で

あります。

      ２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
  運輸業 不動産業 計 

営業収益              

外部顧客への

営業収益 
8,119,761 1,947,303 10,067,064 875,499 10,942,564 － 10,942,564 

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高 

10,115 42,273 52,388 690 53,079 △53,079 － 

計 8,129,877 1,989,576 10,119,453 876,189 10,995,643 △53,079 10,942,564 

セグメント利益 945,325 963,093 1,908,418 50,700 1,959,119 14,143 1,973,262 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンビニ事業等で

あります。

      ２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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